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■今号16ページ　主な内容
●〝高温障害に強い米づくり〟研修会

●「ＪＡ阿蘇全体職員事業推進大会」開く

●ＪＡ阿蘇、全共連優績組合表彰で15年連続受賞など受賞相次ぐ

●ＪＡ阿蘇女性部・青壮年部総会開催

●「あそ四季彩」リニューアルオープン

●「イラスト違い」正解者に抽選でプレゼント！etc.

                            今号も話題と情報を満載！！
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農畜産物付加価値向上と更なるＰＲに
肥後銀行から世界農業遺産推進協会へ寄付金

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
４
月
22
日
、
阿
蘇
市
の
ホ

テ
ル
サ
ン
ク
ラ
ウ
ン
大
阿
蘇
で
令
和
７
年

産
米
に
お
け
る
高
温
対
策
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
管
内
の
農
業
法

人
の
ほ
か
各
生
産
部
会
や
集
落
営
農
組
合

員
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
場
に
お
け
る
高
温
の
影
響
で
、

阿
蘇
地
域
に
お
い
て
も
登
熟
歩
合
の
低
下
や

乳
白
米
の
発
生
な
ど
品
質
低
下
が
み
ら
れ
た

た
め
、
今
回
の
研
修
会
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
講
師
の
阿
蘇
地
域
振
興

局
農
業
普
及
・
振
興
課
の
西
本
佳
子
主
幹

が
「
高
温
障
害
に
強
い
米
づ
く
り
〜
基
本

技
術
の
徹
底
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
白
未

熟
粒
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ほ
か
、
稲
を

健
康
に
保
つ
た
め
の
栽
培
管
理
な
ど
に
つ

い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
他

県
に
お
け
る
高
温
対
策
取
り
組
み
事
例
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
農
産
指
導
課
の

赤
池
慎
一
課
長
が
、
令
和
６
年
産
米
に
お
け

る
過
去
５
ヵ
年
と
比
較
し
た
一
等
米
比
率
の

現
状
や
高
温
耐
性
品
種
の
紹
介
、
徹
底
し
た

水
管
理
に
つ
い
て
講
義
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
生
産
者
か
ら
は
「
現

在
、
全
国
で
米
が
注
目
さ
れ
て
い
る
中
で
、

食
に
お
け
る
米
の
重
要
性
を
今
一
度
認
知

し
て
も
ら
う
時
だ
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
生

産
者
も
責
任
を
も
っ
て
生
産
し
、
消
費
者

の
方
に
美
味
し
い
日
本
の
米
を
届
け
た

い
」
と
改
め
て
生
産
に
取
り
組
む
意
欲
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

阿
蘇
世
界
農
業
遺
産
基
金
に

係
わ
る
肥
後
銀
行
か
ら
の
寄
付

金
贈
呈
式
が
３
月
24
日
、
熊
本

県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

原
山
組
合
長
が
会
長
を
務
め

る
阿
蘇
地
域
世
界
農
業
遺
産
推

進
協
会
で
は
平
成
26
年
か
ら

「
阿
蘇
世
界
農
業
遺
産
基
金
」

を
創
設
し
、
世
界
農
業
遺
産
応

援
の
た
め
の
寄
付
金
を
募
っ
て

き
ま
し
た
。

　

肥
後
銀
行
で
は
「
阿
蘇
グ

リ
ー
ン
定
期
預
金
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
と
題
し
て
、
平
成
26

年
度
か
ら
寄
付
し
て
き
て
お

り
、
今
回
で
９
度
目
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
阿
蘇
地

域
の
活
性
化
や
阿
蘇
地
域
で
生
産
さ
れ
る
農

畜
産
物
等
の
付
加
価
値
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
部
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
も
基
金
の
一
部
を
活
用
し
、

農
畜
産
物
の
販
促
活
動
や
収
穫
感
謝
祭
を

実
施
。
阿
蘇
が
世
界
農
業
遺
産
で
あ
る
こ

と
を
国
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

原
山
組
合
長
は
「
多
く
の
方
々
に
寄
付

を
頂
き
大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
寄
付
金
を
阿
蘇
の
農
畜
産
物

発
展
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
（
写
真
右
上
＝
原
山

組
合
長
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
）

白未熟粒のメカニズムを説明する西本主幹（写真左奥）

〝高温障害に強い米づくり〟研修会の様子

高
温
耐
性
品
種
の
基
本
的
栽
培
方
法

徹
底
し
た
水
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ

ＪＡ阿蘇 県下で初めて実施〝高温障害に強い米づくり〟研修会

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
一
度
手
を
抜
け

ば
次
年
度
以
降
の
品
質
や
収
量
に
影
響
し

て
く
る
。
基
本
的
な
技
術
の
徹
底
を
再
度

行
っ
て
頂
き
た
い
。
令
和
７
年
産
に
お
い

て
も
組
合
員
の
方
々
が
丹
精
込
め
ら
れ
て

作
ら
れ
た
米
を
、
最
後
ま
で
Ｊ
Ａ
阿
蘇
が

責
任
を
も
っ
て
消
費
地
へ
届
け
て
い
く
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
最
後
に
は
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済

連
生
産
資
材
課
が
ス
マ
ー
ト
農
業
に
繋
が

る
水
田
用
自
動
給
水
機
ア
ク
ア
ポ
ー
ト
に

よ
る
水
管
理
方
法
や
、
同
肥
料
農
薬
課
に
よ

る
土
壌
改
良
剤
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



JAあそだより No.141

3

目標達成に向け全職員が気持ちを一つに取り組もう！「令和７年度ＪＡ阿蘇全体職員事業推進大会」
　

令
和
７
年
度
事
業
目
標
の
達
成
に
向
け
５
月
17
日
、
全

体
職
員
事
業
推
進
大
会
を
阿
蘇
市
体
育
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
よ
り
、

県
下
で
初
め
て
導
入
し
た
「
営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・

効
率
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
一
定
の
効
果
を
上
げ
、
収
支
改

善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

指
導
事
業
部
門
で
は
、
農
業
師
匠
制
度
を
活
用
し
た
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
出

向
く
活
動
に
お
い
て
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
促
進
す
る
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
収
益
力
向
上
や
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
蘇
地
域
世
界
農
業
遺
産

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
中
心
に
多
く
の
品
目
で

販
売
高
を
伸
ば
し
、
目
標
の
１
０
０
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
式
辞
で
「
令
和
６
年
度
は
組
合
員

の
方
々
は
も
と
よ
り
、
役
職
員
に
よ
る
精
一
杯
の
努
力
が

実
を
結
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
本
年
度
の
目
標
達
成
に
向
け
困

難
な
事
に
挑
戦
す
る
意
識
を
持
ち
、
全
職
員
の
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ 

Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
代
表
の
児

玉
純
平
氏
に
よ
る
「
最
高
裁
判
例
か
ら
学
ぶ
職
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
準
」
に
つ
い
て
の
講
演
や
職
員
資

格
認
定
試
験
合
格
者
へ
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
未
来
塾
修
了
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
営

農
部
園
芸
課
の
渡
邉
雄
大
職
員
が
「
熊
本
県
域
直
売
所
構

想
」
と
題
し
て
、
熊
本
県
産
の
魅
力
と
感
動
を
伝
え
、
熊

本
市
内
の
一
般
消
費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
直
販
方
式

と
、
Ｊ
Ａ
自
ら
営
業
し
新
し
い
販
路
を
切
り
開
く
外
販
方

式
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
一
同
に
よ
る
本
年
度
事
業
目
標

の
早
期
必
達
に
向
け
て
『
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
』
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
団
結
を
強
め
ま
し
た
。

↑ 事業目標の早期必達に向けての『がんばろう三唱』

「ＪＡ綱領唱和」→

↑「熊本県域直売所構想」を発表する渡邉職員

↓ 職員資格認定試験合格者表彰の様子

↑ 目標達成へ決意を述べる原山組合長

← 児玉氏による職場ハラスメントに
　 ついての講演
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左から表彰状を手に持つ古澤常務、原山組合長、河津参事

購買部全体会議で決意を述べる渋谷購買部長

購
買
部
全
体
会
議
開
催

資
材
価
格
高
騰
で
仕
入
れ
機
能
強
化

２
０
２
４
年
度
信
用
事
業
業
務
検
定

大
内
田
職
員「
窓
口
テ
ラ
ー
」最
優
秀
賞

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
５
月
15
日
、
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
が
主
催
す
る
２
０
２
４
年

度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
組
合
表
彰
式
で
、
15
年
連

続
受
賞
の
優
績
表
彰
の
ほ
か
３
部
門
で
受
賞

を
し
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
う

活
動
を
展
開
し
実
績
を
上
げ
た
組
合
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
全
役
職
員
に
よ

る
「
組
合
員
・
利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
基

本
方
針
に
掲
げ
「
ひ
と
･
い
え
･
く
る
ま
・

農
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
普
及
推
進
活

動
」
を
展
開
。
近
年
で
は
部
署
の
垣
根
を
超

え
た
共
済
部
門
と
営
農
部
門
と
の
連
携
強
化

に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
３
Ｑ
活
動
」
を
主
軸
と
し
た
Ｌ
Ａ

活
動
で
は
、
５
つ
の
Ｌ
Ａ
チ
ー
ム
「
ブ
ロ
ッ

ク
」
を
構
成
。
Ｌ
Ａ
チ
ー
フ
を
中
心
に
各
地

区
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
推
進
総
合
目
標
達

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
今
回
の
受
賞
は
全

職
員
が
推
進
総
合
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
だ
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。
今
後
も
共
済

部
を
中
心
に
組
合
員
・
利
用
者
の
総
合
的
な

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
受
賞
の
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
購
買
部
は
４
月
19
日
、
一
の

宮
中
央
支
所
で
購
買
部
全
体
会
議
を
開
き

ま
し
た
。
会
議
に
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
Ｊ
Ａ

熊
本
経
済
連
な
ど
か
ら
約
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

渋
谷
購
買
部
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
農

業
者
所
得
の
向
上
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

生
活
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
年
度
初
め
の
開
催
に
よ
り
、
同
会
議

で
は
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
か
ら
肥
料
・
資
材

の
原
材
料
や
海
上
運
賃
の
高
止
ま
り
な
ど

の
情
勢
報
告
を
受
け
、
銘
柄
集
約
・
規
格

統
一
に
よ
る
資
材
価
格
高
騰
に
対
応
し
た

仕
入
れ
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
決
め
、

購
買
部
全
体
が
目
指
す
方
針
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

購
買
部
は
今
年
度
事
業
計
画
を
74
億
円

（
前
年
比
１
０
１
・
２
％
）
と
掲
げ
、
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
展
開
と
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
て
い
く
方
針
で
す
。

基
本
は「
組
合
員
･
利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」

全
共
連
優
績
組
合
表
彰
で

　
          

Ｊ
Ａ
阿
蘇
15
年
連
続
受
賞

左から古澤常務、住友農林中金熊本支店長、大内田職員、
原山組合長、佐藤金融部長

　

農
林
中
金
ア
カ
デ
ミ
ー
が
実
施
す
る
２

０
２
４
年
度
信
用
事
業
業
務
検
定
試
験
で
、

高
森
支
所
金
融
共
済
課
の
大
内
田
詩
織
職
員

が
「
窓
口
テ
ラ
ー
」
の
部
で
全
国
１
位
の
成

績
で
あ
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
本
所
で
表
彰
式

が
あ
り
、
農
林
中
央
金
庫
熊
本
支
店
の
住
友

哲
平
支
店
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
内
田
職
員
は
「
努
力
し
た
結
果
が
成

績
に
結
び
付
い
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

学
び
得
た
知
識
を
業
務
に
活
か
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
日
頃
の
業
務
が

多
忙
の
中
、
全
国
１
位
と
い
う
実
績
を
誇

り
に
思
う
」
と
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て

い
ま
し
た
。
大
内
田
職
員
は
昨
年
度
も

「
信
用
事
業
基
礎
（
総
合
）」で
全
国
３
位

の
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
は
４
月
26
日
、
一
の

宮
中
央
支
所
で
２
０
２
４
年
度
女
性
部
通

常
総
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
女
性

部
員
ら
約
60
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
令
和
６
年
度
事
業
報
告
や
令
和
７
年
度

事
業
計
画
な
ど
４
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

24
年
度
は
３
ヵ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活

動
や
ド
ラ
イ
フ
ー
ド
作
製
、
地
域
の
環
境
を

守
る
ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
今
年
度
よ
り
新
た
な
３
ヵ

年
計
画
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
食
農
教
育

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
す
。
総
会
後
、
築
野
食
品
工
業
㈱

の
高
頭
明
大
さ
ん
と
厚
生
産
業
㈱
の
日
野
俊

造
さ
ん
に
よ
る
「
Ａ
コ
ー
プ
商
品
の
使
い
方

や
特
徴
を
学
ぶ
」
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
担
当
の
堀
川
美
紀
職
員
は
「
こ

れ
か
ら
も
女
性
部
の
更
な
る
発
展
に
向
け

て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
企
画
し
、
女
性

部
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

↑ＪＡ阿蘇女性部通常総会の様子／↓Ａコープ商品研修会の様子

「
あ
そ
っ
娘
☆
短
期
大
学
」閉
校
式

最
後
の
授
業
は「
手
帳
カ
バ
ー
作
製
」

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
通
常
総
会

食
農
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

新
た
な
３
ヵ
年
計
画
を
掲
げ
る

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
部
は
４
月
17
日
、
第
11

期
生
（
２
０
２
４
年
度
）
あ
そ
っ
娘
☆
短

期
大
学
の
閉
校
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
卒
業
生
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
30

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
堀
川
チ
マ
子
さ
ん

が
「
和
菓
子
作
り
体
験
や
市
場

見
学
を
通
し
て
多
く
の
方
と
交

流
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
の
人
や

若
い
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

当
日
は
最
後
の
授
業
と
し
て

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
を
開
き
、

Ｊ
Ａ
女
性
手
帳
用
の
色
鮮
や
か

な
カ
バ
ー
を
卒
業
記
念
と
し
て

作
製
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
ら
は
「
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
」
「
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
生
活
に
活

か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
感

想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

ＪＡ阿蘇女性部役員の皆さん

卒
業
記
念
の

手
帳
用
カ
バ
ー

作
製
中
の

あ
そ
っ
娘
☆



6

JAあそだより No.141

写真上＝令和7年度役員の方  々／ 写真下＝祝辞を述べる原山組合長

「
活
力
あ
る
青
壮
年
部
活
動
を
！
」

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
通
常
総
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
４
月
14
日
、
令

和
６
年
度
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
に
は
、
青
壮
年
部
盟
友
の
ほ
か

関
係
者
ら
約
50
名
が
参
加
。
事
業
実
績
や
収

支
報
告
な
ど
計
５
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
原
山
寅
雄
組
合
長
が

「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
青
壮
年
部
は
農
業
者
の
代

表
と
し
て
国
政
に
対
し
て
声
を
あ
げ
て
い

る
。
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
阿
蘇
と
手
を
取
り
合

っ
て
、
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
よ
り
新
た
に
就
任
し
た

髙
本
祐
史
部
長
は
式
辞
で
「
青
壮
年
部
が

地
域
農
業
者
の
中
心
と
な
っ
て
、
現
在
の

農
業
課
題
に
つ
い
て
解
決
の
糸
口
を
図
っ

て
い
く
。
青
壮
年
部
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

活
動
を
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
」
と
力

強
く
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
新
体
制
の
役
員
は
以
下

の
通
り
。
（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会
（
生
産

者
８
名
）
は
、
２
０
２
５
年
産
キ
ュ
ウ
リ

の
定
植
期
（
取
材
時
）
を
迎
え
ま
し
た
。

　

阿
蘇
の
豊
か
な
水
と
大
地
で
育
ま
れ
る

キ
ュ
ウ
リ
は
総
面
積
1.3 

ha
に
作
付
け
ら
れ
、

６
月
上
旬
か
ら
九
州
管
内
を
中
心
に
出
荷

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
出
荷
先
は
熊
本
県
内
の
ほ
か
福
岡

や
鹿
児
島
で
、
最
盛
期
は
７
月
下
旬
頃
に

な
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
は
、
節
成
性
が

高
く
、
側
枝
の
発
生
も
旺
盛
な
「
ニ
ー
ナ

Ｚ
」
や
「
ス
ッ
ク
」
が
中
心
で
す
。

　

部
会
で
は
販
売
数
量
１
６
０
ｔ
、
販
売
金

額
５
０
０
０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

５
月
24
日
、
生
産
者
の
西
村
光
介
さ
ん

は
定
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
西
村
さ
ん

の
圃
場
で
は
６
月
中
旬
頃
か
ら
出
荷
を
予

定
し
て
お
り
、「
徹
底
し
た
栽
培
管
理
を
行

い
、
昨
年
以
上
の
収
量
を
目
指
し
た
い
。

安
全
・
安
心
な
キ
ュ
ウ
リ
を
消
費
者
の
皆

様
に
お
届
け
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
定
植
後
の
潅
水
、

肥
培
管
理
と
適
期
防
除
に
重
点
を
置
き
、

指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
近
年
夏
場
の
高

温
が
夏
秋
産
地
で
も
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
高
温
対
策
に
お
い
て
も
力

を
入
れ
て
い
く
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま

し
た
。（
写
真
＝
定
植
を
行
う
西
村
光
介
さ
ん
）

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会

　

販
売
数
量
１
６
０
ｔ

　

目
標
販
売
額
５
０
０
０
万
円

◇
部
長
＝
髙
本
祐
史

◇
副
部
長
＝
北
野
暁
之
・
吉
良
山
寿
久

◇
支
部
長
＝
田
端
伸
吉
・
丹
生
幸
宏
・

　

村
上
友
紀
彦
・
井
雅
敏

◇
専
門
部
会
長
＝
岡
田
孝
七
・
橋
本
凌
・

　

西
村
大
悟

◇
県
青
協
委
員
＝
永
田
暁
洋

◇
監
事
＝
西
村
健
児
・
田
上
博
康

◇
組
織
代
表
理
事
＝
池
部
奨
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「あそ四季彩」に

引き続きＪＡ阿蘇の農畜産物販売
店舗として地域の食を支える

リニューアル
     オープン！

　4月11日、四季彩いちのみやは「あそ四季彩」として
リニューアルオープンしました。阿蘇市一の宮町宮地の
同直売所は3月中旬まで、第三セクターとしてＪＡ阿蘇
が阿蘇市と協力して運営を行ってきました。
　新たな運営を引き継いだのは、阿蘇門前町商店街の運営
を行っている一般社団法人阿蘇門前町商店街振興協会です。
　オープン初日から3日間は「オープン記念セール」が
行われ、高騰している卵の安売りやアスパラの詰め放題、

紅白饅頭の配布などあり店内はお客様で大賑わいを見せ
ました。
　売場には旧店舗でも人気が高かったＪＡ阿蘇のアス
パラガスやイチゴなど、これまでどおり販売ケースに
並べられ人気を集めていました。ＪＡ阿蘇では、これ
からも「あそ四季彩」と連携し地域の食を支えていき
ます。（写真上＝原山組合長・松嶋市長・宮本振興協会会長
らによるテープカット、店舗の全景）

店
内
に
は
、阿
蘇
の

新
鮮
な
農
畜
産
物
や

        

加
工
品
が
い
っ
ぱ
い
！

美
味
し
い
お
弁
当
や

　
　
　

手
作
り
食
品
、

観
光
客
に
も
大
人
気
デ
ス
♥
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内

で
は
、
原
木
し
い
た
け
の
収
穫
が
（
３
月

下
旬
の
取
材
時
）
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
産
の
春
子
は
寒
暖
差
が
激

し
く
、
原
木
へ
の
刺
激
や
適
度
な
水
分
が

あ
っ
た
こ
と
で
品
質
良
好
な
Ｌ
・
Ｍ
サ
イ

ズ
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
品
種
は
「
に
く
丸
」「
ゆ
う
次
郎
」

「
金
太
郎
」
の
３
種
で
、
収
穫
後
は
乾
燥
し

い
た
け
と
生
し
い
た
け
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

小
国
郷
生
し
い
た
け
部
会
で
は
出
荷
数

量
35
万
パ
ッ
ク
、
売
上
額
４
千
万
円
を
年

間
目
標
に
出
荷
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
国
郷
野
菜
集
荷
場
に
は
日
量
１
５
０
０

パ
ッ
ク
（
１
パ
ッ
ク
１
０
０
ｇ
）
が
持
ち

込
ま
れ
、
福
岡
県
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
生
産
部
会
の
松
野
英
一
部
会
長
は

「
今
年
は
近
年
に
な
い
ぐ
ら
い
豊
作
だ
。

安
全
・
安
心
な
小
国
郷
産
の
生
し
い
た
け

を
多
く
の
消
費
者
に
届
け
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
営
農
指
導
担
当

の
木
下
翔
太
職
員
は
「
こ

の
時
期
は
肉
厚
で
味
が
濃

厚
。
今
し
か
味
わ
え
な
い

美
味
し
い
し
い
た
け
を
堪

能
し
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。
（
写
真
＝

収
穫
作
業
を
行
う
松
野
英
一

さ
ん
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
は
（
３
月

下
旬
の
取
材
時
）
２
０
２
５
年
産
ト
マ
ト

の
定
植
期
を
迎
え
ま
し
た
。
生
産
者
１
４
５

人
が
総
面
積
約
40 

ha
に
作
付
け
ま
し
た
。

　

品
種
は
高
温
下
で
の
着
果
性
が
優
れ
、

肉
質
が
良
く
コ
ク
の
あ
る「
り
ん
か
４
０
９
」

で
す
。
今
季
、
部
会
で
は
販
売
数
量
４
８

０
０
ｔ
、
販
売
金
額
17
億
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

３
月
下
旬
、
同
部
会
の
河
野
浩
二
さ
ん

宅
で
は
家
族
総
出
で
定
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
「
徹
底
し
た
栽
培
管
理
を

行
い
、
昨
年
以
上
の
収
量
を
目
指
し
て
、

安
全
・
安
心
な
ト
マ
ト
を
作
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の

田
部
滉
大
職
員
は
「
近
年
、
気
候
変
動
や

病
害
虫
の
発
生
な
ど
、
栽
培
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
安
定
し

た
生
産
が
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

出
荷
は
、
６
月
上
旬
か
ら
県
内
や
福
岡

県
な
ど
九
州
管
内
を
中
心
に
本
格
的
に
始

ま
り
ま
す
。

トマト定植作業の様子

夏
秋
ト
マ
ト 

販
売
量
４
８
０
０
ｔ

販
売
額
17
億
円
を
計
画

      

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会

出
荷
量
８
７
０
ｔ 

販
売
高

10
億
９
０
０
０
万
円
を
目
指
す 

        

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会

小国郷生しいたけ部会
出荷量35万Ｐ 売上４千万円目標

福岡県を中心に出荷

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
、
４
月
上

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
主
な
出
荷
先
は
九

州
・
関
東
方
面
で
10
月
ま
で
続
き
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
産
は
出
荷
量
８
７
０
ｔ

（
前
年
比
１
１
３
％
）
、
販
売
金
額
10
億

９
０
０
０
万
円
（
同
１
２
０
％
）
を
目
指

し
て
お
り
、
３
月
４
日
か
ら
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。
市
場
か
ら
は
県
内
有
数
の
産

地
と
し
て
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
出
荷
量

と
品
質
の
維
持
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

残
寒
の
影
響
で
昨
年
よ
り
も
半
月
ほ
ど

遅
い
出
荷
ピ
ー
ク
と
な
り
、
品
質
安
定
の
た

め
に
繊
細
な
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
部
会
は
生
産
者
95
人（
同
98
％
）、作
付
け

総
面
積
は
約
32 

ha（
同
１
０
３
％
）、部
会

平
均
年
齢
は
40
代
と
若
い
生
産
者
が
多
く
、

う
ち
２
人
が
新
規
就
農
者
で
す
。

　

笹
原
指
導
員
は
「
販
売
額
達
成
に
は
病

害
虫
防
除
の
徹
底
な
ど
、
部
会
全
体
で
シ

ー
ズ
ン
を
通
し
て
の
安
定
出
荷
を
実
現
で

き
る
か
が
鍵
と
な
る
」
と
、
気
を
引
き
締

め
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
＝
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
選
果
す
る
作
業
ス
タ
ッ
フ
）
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ＪＡ阿蘇管内で「田植え体験＆交流会」

ＧＣ生協くまもと「2025年度レッツゴー田んぼinＪＡ阿蘇」

　グリーンコープ生協くまもとは5月10日、田植え交流会
「2025年度レッツゴー田んぼinＪＡ阿蘇」を行いました。
当日は県内各地から親子や関係者ら約50人が参加しました。
参加者らはＪＡ職員から植え方を教わり、ぬかるみに足を
取られながらも、赤とんぼ米の苗を１株１株丁寧に植え付
けていました。同交流会は産地交流活動の一環として、毎
年ＪＡ阿蘇管内で実施。グリーンコープと産地が協議に基
づき有機栽培・農薬不使用・減農薬で栽培された産直米の

赤とんぼ米のＰＲに寄与しています。 
　参加した子供たちは「土の感触が気持ちよかった。育った
お米を食べるのが楽しみ」などと感想を話していました。 
　深山卓実職員は「初めて田植えを体験する人もいたが、
上手に植えていた。米作りの工程を知ってもらえるいい機
会になった」と話していました。今回植えた苗は、9月の
稲刈り交流で刈り取られる予定です。（写真上＝田植えの様
子と生産者との交流会の様子） 

食農教育事業「まるごとあそっ子親子で田植え体験イベント」

　ＪＡ阿蘇は5月17日、管内の小学生を対象に食農教育事業
「まるごとあそっ子親子で田植え体験イベント」を開催しま
した。当日は過去最多の小学生親子84人が参加しました。 
　参加者らはＪＡ職員から田植えの手ほどきを受け、14ａ
の田んぼにコシヒカリの苗を１株ずつ丁寧に手植えしました。 
　子供たちからは「上手に植えることが出来た」「昔の人は
全部手で植えていてとても大変だと思った」など、田植え体
験を通して農作業の大切さを実感していました。 

　園田真治職員は「この体験を通じて農家の苦労を少しでも
理解してほしい。今、米は高いけど、その分手間ひまかけて
作っている事を考えてほしい」と話していました。 
　ランチタイムでは、あか牛肉を使ったバーベキューや女性
部の皆さんが作った特製カレーを食べました。参加者は「肉
がとても美味しかった。稲刈りもぜひ参加したいです」など笑
顔で話していました。収穫された米は参加者にプレゼントされ
ます。（写真下＝親子で田植え体験イベントの様子）
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
３
月
24
日
、
応
急
手
当
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
習
会
に
は
各
部
署
・
支
所
か
ら

約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
よ

り
講
師
を
招
き
、
救
急
・
防
災
講
習
と
し
て
救
急
時
の
適

正
な
対
応
や
傷
病
者
の
搬
送
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
練
習

用
教
材
を
用
い
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
方
法
な
ど
、
一
連
の
手
順
を
学
び
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
体
験
し
た
職
員
は
「
も
し
も
の
時
に

落
ち
着
い
て
適
正
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
感
じ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
＝

練
習
用
の
教
材
を
用
い
て
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
方
法
な
ど
一
連
の
手
順
を
学
ぶ
職
員
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
４
月
７
日
、
令
和
７
年
３
月
31
日
付
け
で

定
年
退
職
さ
れ
た
９
名
の
方
々
の
退
職
者
表
彰
式
を
本
所

で
行
い
、
原
山
寅
雄
組
合
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

原
山
組
合
長
は
、
永
き
に
わ
た
り
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
組

合
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
へ
の
功
績
を
称
え
、
心
よ
り

感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

入
組
後
30
年
勤
め
上
げ
た
馬
場
元
紀
さ
ん
は
「
振
り
返

る
と
厳
し
い
時
も
、
楽
し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
定
年

ま
で
勤
め
ら
れ
た
の
は
職
員
や
組
合
員
の
方
々
に
助
け
ら

れ
た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
阿
蘇

の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
（
写
真
＝
令
和
７
年
３
月
31
日
付
け
で
定
年
退
職
さ
れ
た

方
々
と
役
職
員
）

「
も
し
も
の
時
に
備
え
て
…
」

Ｊ
Ａ
阿
蘇
職
員 

応
急
手
当（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）講
習
会
開
く

永きにわたり組合運営に貢献
ＪＡ阿蘇「退職者表彰式」を行う

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
は
３
月
６
日
、
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
約
４
万
個
（
１
０
０
㎏
）
を
熊
本
市
の
大
東
商

事
㈱
を
通
し
て
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク

チ
ン
を
日
本
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｖ
）
」
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
昨
年
よ
り
Ｊ
Ａ
本
所
や
各
支
所
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
箱
を
設
置
し
、
職
員
ら
に
協
力
を
呼
び

か
け
て
き
ま
し
た
。
女
性
部
担
当
の
堀
川
美
紀
職
員
は
「
こ

の
活
動
は
二
酸
化
炭
素
抑
制
効
果
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
世

界
の
子
ど
も
た
ち
を
救
う
手
助
け
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語

り
、
女
性
部
で
は
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
！
」

 

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部 

キ
ャ
ッ
プ
約
４
万
個
を
寄
付

ペットボトルキャップを回収した
ＪＡ阿蘇女性部の皆さん
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「ピクニック」答えとプレゼント当選者4名様

   　  ＝答え＝
① 左上のちょうちょ
② 男の子が持っている花
③ 女の子の髪飾り
④ おにぎりの数
⑤ お父さんの口

イラスト違い探し「田植え」応募方法

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「田植え」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて
応募してください。正解者の中から抽選で 4名様に

　「小国ジャージー氷ぷりんセット」（写真）を４名様にプレゼントします。
応募締め切りは令和 7年 7 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

馬場　京子 様

南利二三代 様

田上　克代 様

奥村　敬子 様

（阿蘇市）

（西原村）

（南阿蘇村）

（山都町）

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和7年4月22日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会／2．組合長挨拶／3．協議事項
　委員会報告（経済専門委員会・総務専門委員会）
　3月末実績について
　１）貸出金について（案）
　２）転貸資金の借入及び貸出について（案）
　３）税効果会計における事業損益5ヵ年計画について（案）
　４）令和6年度固定資産減損損失見込額について（案）
　５）固定資産減損会計グルーピングの見直しについて（案）
　６）令和7年度固定資産取得（案）について
　７）自己資本充実計画について（案）
　８）自己資本比率算出要領等の改正について（案）
　９）給与規程の改正について（案）
　10）ＪＡ阿蘇活動総合3カ年計画（案）について
　　  （令和7年（2025）年度～令和9年（2027）年度）
　11）「ＪＡバンク基本方針」変更にかかる総代会報告について（案）
　12）令和7年度個人情報保護計画書について（案）
　13）個人情報保護及び情報セキュリティ体制について（案）
　14）役員定数・総代定数削減について（案）
報告事項
　１）地公体貸出について
　２）令和6年度下期理事会付議案件の実行完了について
　３）令和6年度固定資産取得・処分実績報告について
　　 （500～1,000万）
　４）マネロン・反社等への対応状況について（四半期報告）
　５）事務ミス等の発生状況について（半期報告）
　６）不祥事未然防止策「内部監査実施状況報告」について
　　 （令和7年1月～令和7年3月）
　７）県域ローンセンター媒介業務実績について（四半期報告）
　８）購買推進目標ポイントについて
　９）令和7年ゴールデンウイークのＡＴＭ稼働について
　10）令和7年ゴールデンウイークの休業について（購買）
　11）自主検査結果報告について（令和7年2月）
　12）ＡＴＭの利用状況について（令和7年3月末）
4．閉会

日時：令和7年4月25日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会／2．組合長挨拶／3．協議事項
　委員会報告（債権管理委員会）
　１）令和6年度資産査定結果について
　２）第24回通所総代会提出議案について
　３）【第1号議案】令和6年度事業報告及び関連事項について
　４）【第2号議案】令和7年度事業計画及び関連事項について
　５）【第3号議案】定款の変更について
　６）【第4号議案】定款附属書役員選任規程の変更について
　７）【第5号議案】定款附属書総代選挙規程の変更について
　８）【第6号議案】ＪＡ阿蘇活動総合3カ年計画
　　 （令和7年度～令和9年度）について
4．閉会

日時：令和7年5月30日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会／2．組合長挨拶／3．協議事項
　委員会報告（金融共済専門委員会・経済専門委員会）
　4月末実績について　　　　　　　　　　　　　　　↗

　１）貸出金について（案）
　２）総代会開催に伴う総代に対する招集通知等について
　　 ①招集通知 ②総会参考書類
　３）令和7年度コンプライアンス・プログラム計画について（案）
　４）令和7年度クロスチェック上期実施計画について（案）
　５）令和6年産米追加払い（案）について
　６）令和6年度最終決算について（案）
　７）令和8年度職員募集について（案）
　８）「ＪＡ阿蘇夏得キャンペーン2025」について（案）
報告事項
　１）地公体貸出について
　２）第24回通常総代会事前説明会の日程等について
　３）令和6年度コンプライアンス・プログラム実績について
　４）令和6年度クロスチェック下期検査結果について
　５）ＪＡ阿蘇活動総合3カ年計画進捗状況について（令和7年3月）
　６）自主検査結果について（令和7年3月）
　７）有価証券購入報告について
　８）車検業務のオートサービスセンター集約について
4．閉会

日時：令和7年4月11日午後1時30分
場所：本所2階第一会議室
1．開会／2．挨拶／3．議題
　１）令和6年度導入家畜等棚卸監査回答書について
　２）令和6年度決算棚卸監事監査取りまとめについて
　３）令和6年度決算監事監査について
　４）常例検査「改善状況等の回答書」に対する監事の意見について
報告事項
　①常勤監事業務及び会議等報告について
　②不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について
　　（令和7年1月～令和7年3月）
　③行事予定について
4．閉会

日時：令和7年5月22日午前10時00分
場所：本所2階第一会議室
1．開会／2．挨拶／3．議題
　１）令和6年度決算監事監査取りまとめについて
　２）第24期（令和6年度）事業報告等監査調書について
報告事項
　①みのり監査法人第24期監査結果概要報告書及び
　　品質管理レビュー等について（令和7年5月21日現在）
4．閉会

日時：令和7年5月30日午前10時00分
場所：本所2階第一会議室
1．開会／2．挨拶／3．議題
　１）令和6年度決算監事監査報告書（案）について
　２）第24期監査報告書（案）並びに
　　 独立監査人の監査報告書について
　３）会計監査人の再任・不再任の判断について
　４）令和7年度米麦等棚卸監査実施要領（案）について
報告事項
　①常勤監事業務報告及び会議等報告について
　②行事予定について
4．閉会

■令和7年度第1回理事会

■令和7年度第1回監事会

■令和7年度第2回監事会

■令和7年度第3回監事会

■令和7年度第2回理事会

■令和7年度第3回理事会
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この資料は概要を説明したものです。 ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご確認ください。



16

JAあそだより No.141


